
　　※　国民健康保険の大阪市分はレセプトを上図の編綴区分ごとに北区～西成区の順に、堺市も同様に堺区～美原区の順に編綴します。
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　　※　他府県分（後期・一般・退職）・国保組合分（国保）・薬局所在地以外の市町村分（退職・国保）は「続紙有り・無し」混在で編綴します。

後期

　　　　 保険薬局所在地の区分は最下部にまとめます。また、請求書は１枚となります。

　　※　過誤付せん及び返戻付せん等の付いた明細書は「続紙有り」に編綴します。

　　※　請求書は、保険者ごとに作成します。
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　　※　国民健康保険の他府県分のうち東京都２３区分は、区ごとに請求書を作成します。

※　Ａ・Ｂを帯封で一括にしてください。
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